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科学技術振興機構報 第１６２１号 

令 和 ５ 年 ５ 月 ２ ６ 日 
 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課） 

URL https://www.jst.go.jp 
 

戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ） 

「日本－ブラジル（ＦＡＰＥＳＰ）共同研究」（バイオテクノロジー／ 

バイオエネルギー）における新規課題の決定について 
 

 ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ）注１）

「日本－ブラジル（ＦＡＰＥＳＰ）共同研究」（バイオテクノロジー／バイオエネルギー）

において、新規課題の採択を決定しました（別紙１）。 

戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ）は、省庁間の調整に基づき、文部科学省

が特に重要なものとして設定した協力国・地域および分野において、相手側のファンディン

グエージェンシーと共同で研究提案の募集を行い、採択された国際共同研究課題に対して

研究費を支援します。「日本－ブラジル（ＦＡＰＥＳＰ）共同研究」では、サンパウロ州研

究財団（ＦＡＰＥＳＰ）注２）と共同で、「バイオテクノロジー／バイオエネルギー」分野の

２国間共同研究課題の募集を行いました（別紙２）。 

今回の募集には３件の応募があり、両国の専門家の評価、ＪＳＴとＦＡＰＥＳＰとの協議

により全３件の採択を決定しました。 

研究実施期間は３年間を予定しています。 

 

注１）ＳＩＣＯＲＰ 

ホームページＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/inter/ 

 

注２）サンパウロ州研究財団（ＦＡＰＥＳＰ） 

ＦＡＰＥＳＰ：Ｆｕｎｄａçãｏ ｄｅ Ａｍｐａｒｏ à Ｐｅｓｑｕｉｓａ ｄｏ 

Ｅｓｔａｄｏ ｄｅ Ｓãｏ Ｐａｕｌｏ 

   ホームページＵＲＬ：https://www.fapesp.br/en/ 
 
＜添付資料＞ 

別 紙１：新規課題概要 

別 紙２：募集概要 

  別 紙３：評価委員（ＪＳＴ側） 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 国際部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

菅原 理絵（スガワラ マサエ） 

Tel：03-5214-7375 Fax：03-5214-7379 

E-mail：jointbrsp[at]jst.go.jp 
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新規課題概要 

 

課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
ブラジル側研究代表者 

１ 土壌の健全化による

作物品質の改善と農

業経済的アプローチ

によるアマゾンの森

林農法の価値向上 

アンドレ・フレイリ・ 

クルス 

京都府立大学 

生命環境科学研究科 

准教授 

本研究は、ブラジルのアマゾン州の

森林および農業システムにおける植物

と土壌の相互作用を分析することによ

り、アマゾンの森林での持続可能な農

業を目標とし、これらの地域に適応す

るカカオ、クプアス（アマゾン原産でカ

カオに近い果物）、リンゴの栽培品種の

改良を試みることを目的とする。具体

的には、それぞれの品種が栽培される

アマゾン農地の土壌の微生物多様性、

化学的、物理的、生物学的特性、および

植物のミネラル状態と生産性との関係

を詳細に解析する。新しい栽培品種が

多くの土壌で同様の果実を生産できる

育種プログラムを標準化するために、

土壌の特性の経過観察を行う。 

シウ・ムイ・ツァイ 

サンパウロ大学 

農業原子力エネルギー

センター 

教授 

２ デバイスへの応用に

向けた印刷電極用の

リグニン由来の触媒

インクの開発 

イザベラ・ジェズニチカ 

芝浦工業大学 

工学部 

教授 

本研究は、化学的手法によりバイオ

マスの付加価値材料への高度な材料変

換を目的とする。両国の連携により、サ

トウキビ残渣から高純度のリグニンと

糖を抽出し、そこから化学エネルギー

変換デバイスで使用される触媒インク

や化学製品を製造する。今回の共同研

究により、未利用炭素資源の有効活用

による農産業の収益性向上と地球規模

の持続可能性への貢献が期待できる。 

アヌジ・クマール・ 

チャンデル 

サンパウロ大学 

生物工学科 

助教 

別紙１ 
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課題名 
日本側研究代表者 

課題概要 
ブラジル側研究代表者 

３ トマト果実成熟およ

び離脱制御鍵因子の

解析 

王 寧 

筑波大学 

生命環境系 

助教 

トマト生産過程の大半を占める収穫

作業の省力化は、生産コストを大幅に

下げ、収益性を高めることができる。こ

のため機械収穫に適応した品種が求め

られ、果実離脱方式や果実形態の改良

が必要とされている。本研究は、筑波大

学とサンパウロ大学が所有するトマト

の大規模遺伝資源を利用し、果実離脱

や果実形態形成の分子制御機構の解明

に取り組む。日本側チームは独自の変

異体を材料に果実離脱を阻害する遺伝

子同定と機能解析を行い、果実離脱の

分子機構を明らかにする。ブラジル側

チームは独自のトマト近縁野生種の植

物材料を用い果実の成熟制御の分子機

構解明に取り組む。 

両国チームによる国際共同研究を融

合することで、果実の重要形質の分子

機構の理解が進展し、機械収穫向け品

種改良の展開を誘導し、トマト生産シ

ステムの省力化と低コスト化につなげ

る。 

ラザロ・ユスタキオ・ 

ペレイラ・ペレス 

サンパウロ大学 

生物科学研究科 

教授 
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募集概要 

 

 

（１）相手国機関 

機関名：サンパウロ州研究財団（ＦＡＰＥＳＰ：Ｆｕｎｄａçãｏ ｄｅ Ａｍｐａｒｏ à 

Ｐｅｓｑｕｉｓａ ｄｏ Ｅｓｔａｄｏ ｄｅ Ｓãｏ Ｐａｕｌｏ） 

 ＵＲＬ：https://www.fapesp.br/en/ 

 

（２）募集分野および課題要件 

「バイオテクノロジー／バイオエネルギー」に関するブラジルとの２国間共同研究 

 

（３）応募資格 

日本国内の大学や研究機関、企業などで研究に従事している研究者 

 

（４）研究実施期間 

３年間 

 

（５）研究予算額（ＪＳＴ側） 

１課題当たり、総額として上限１，８２０万円（直接経費の３０パーセントの間接経費 

を含む） 

 

（６）評価方法 

両国専門家による評価、ＪＳＴとＦＡＰＥＳＰで協議 

 

（７）評価基準 

Ⅰ．応募要件を満たしていること 

Ⅱ．本募集の目的・対象に沿った提案であること 

Ⅲ．科学・技術の観点から： 

ａ．プロジェクトの質およびオリジナリティ 

ｂ．申請者を含むチームの科学的・技術的な専門性 

ｃ．科学的に期待される成果とその開発の見通し 

Ⅳ．国際協力の観点から： 

ａ．申請者の国際協力経験 

ｂ．新しい協力関係またはこれまでの協力の拡大 

ｃ．協力の質と参画機関による相乗効果 

Ⅴ．研究計画（資金・目標設定・期間）の妥当性・実現可能性 

 

  

別紙２ 
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評価委員（ＪＳＴ側） 

 

評価委員（ＪＳＴ側）（評価委員は五十音順） 

氏名 所属 役職 備考 

長峰 司 元 農業・食品産業技術総合研究機構 理事 研究主幹 

浅沼 修一 名古屋大学 名誉教授 アドバイザー 

神田 英輝 名古屋大学 助教 アドバイザー 

國分 牧衛 東北大学 名誉教授 アドバイザー 

布目 司 農業・食品産業技術総合研究機構 グループ長 アドバイザー 

野田 玲治 群馬大学 准教授 アドバイザー 

 

別紙３ 


